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 ２０１６年度活動方針より ・ ・ ・ 「２０１６年度総代会議案」 ダイジェスト

生産者 ・ メーカーさんを囲んで商品のこだわり ・ 使い方講座　2016 商品部始動です

バター６, ０００トン追加輸入。 28 年度輸入計１万 3,000 トンに。

毎年慢性的にバター不足？

今年は鈴木牧場の原乳を

分けて頂いて

みんなで 家庭での

バターづくり に
　　チャレンジしてみませんか！
年末までに各地区で手作りバター講習会開催しましょう！

やがて鈴木牧場さんにバターつくってもらえたらいいですね！

参加申込は、 カタログにセットされている案内チラシにて
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　今年もまたバター不足？　今年国産バターの

生産量は６万トンを切りそうです。

　生協も毎年バターの確保に奔走するのか・・・・

「酪農家の減少に歯止めがかからない」 「生乳

生産量は大きく減少」 ・ ・ ・ ・

　バターやチーズ、 脱脂粉乳は 10 年のうちに

はほぼ全量が外国産となると言われています。

　私たち常総生協には地元の優秀な酪農家、

鈴木牧場があります。 「健康な牛は健康な土か

ら」 と土作りを実践した良質な原乳があり、 すで

にヨーグルト工房 ・ チーズ工房が誕生しました。

　それでも 2004 年のヨーグルト工房誕生までに

は、 「鈴木さんの牛乳が飲みたい」 と４年間組合

員が牧場に通い、 交流した積み重ねがあります。

　そして昨年、 この酪農経営 ・ 加工生産を息子

さん夫婦が継いでくれることになりました！

　せっかくの最高品質の原乳がある ・ ・ ・ ・

まずは家庭で手作りのバターができないか・・・。

鈴木さんの原乳を分けてもらえないか ・ ・ ・ 。

やがて鈴木牧場バター工房ができないだろう

か ・ ・ ・ 。 鈴木さんに相談に行きました。

　「家族、 若夫婦ともよく相談しながら研究し、

実験してみようか ・ ・ ・ ・ 」 （鈴木さん）

　今年は手始めに、 鈴木さんに原乳 （ノンホモ・

パス殺菌） を分けて頂いて、 組合員みんなで

手作りにチャレンジしてみませんか！

　原乳の上に浮いた生クリームをペットボトルに

入れて振ってフレッシュバターの手作りから・・・。

子どもたちもみんなで楽しみながら。

　まずは１リットルの原乳から何グラムのバターが

できるのか （100g のバターを作るのに牛乳が何

リットルが必要か）、 塩分はどのくらいが良いか、

上に浮いた脂肪を取った残りの低脂肪乳も飲ん

でみる、 市販のバターと鈴木さんの原乳で作っ

たバターの風味の違いは歴然 ・ ・ ・ 。

　まず消費者として知り、 体験することを今年は

はじめてみましょう。

　バターの製造をお願いするにはいろいろな相

談をしなければなりません。 施設 ・ 設備、 風味

健康で経済的くらしを地域の生産者と共に （１） 【鈴木牧場】
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を生かせるバターチャーンの選定、 その設備資

金はどうするか、 生産を維持できる価格は、 低

脂肪乳の処理、 販売はできるのか・・・などなど。

　新しい理事会、 そして総代さんを中心に話し

会いや検討を重ねて、 時間をかけながら、 みん

なで知恵と力を寄せ、 生産者との協同ですすめ

てゆきましょう。

組合員による催し案内　6/26 原発と軍事 6/16 東海第二原発差止訴訟 第 14 回期日

【日時】　2016 年 6 月１６日 （木）　14:30 ～

【場所】　水戸地方裁判所３０１号法廷

【原告側主張】 子どもの健康と甲状腺がん

　第 14 回弁論期日では常総生協の組合員でも

ある坂田弁護士さんが原発事故がもたらした子

どもたちの人権の状況、 健康状況、 不安につ

いて証拠説明し、 原発の差し止めを訴えます。

1） 国連人権理事会グローバー特別勧告が指摘する

福島の子どもたちの人権状況

２） 福島の子どもの甲状腺がんが多発していること

３） 子どもたちの健康影響の不安と葛藤

４） 避難者を中心にした福島県民の深刻な精神スト

レスや不安

　その他、 高浜原発の運転停止命令を下した大

津地裁判決についての主張、 2011 年東日本大

震災時に原子炉水位などのプラントデータが把

握できていなかった点についての求釈明などが

行われます。

○健康で経済的くらしを地域の生産者と共に （２）　【岩瀬牧場】　豚肉利用結集に向けて

１） 生協で購入した種豚 （原種） で健康で丈夫な母豚づくり。

２） 母豚を運動させ母胎の健康を維持するための広い放牧エリア確保 （農地借用） と放牧再開。

３） 牧場経営の経営基盤を確保するために、 年間１０００頭出荷体制３カ年計画に向けて母豚を６０
頭まで増やします （現在年間出荷６００頭、 母豚４８頭）。

４） （生協利用年間頭数） 現在生協向け年間出荷頭数２６０頭を 2016 年度は３００頭に伸ばすため
に、 利用推進キャンペーンの企画。 仲間づくりにも安心 ・ おいしい豚肉のおすすめをします。

昔の広い母豚放牧地
現在は豚舎と豚舎の間の放牧
場で少々窮屈で太り気味・・・・

TPP に関係なく輸入が続く
左は農水省乳製品試算 （2013 年）
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脱原発とくらし見直し委員会

① DVD 貸出　皆さんにお薦めで、 生協に寄付していただけるＤＶＤをお持ちの方はお申し出ください。

②土壌の測定結果比較　これから今年度の活動の打ち合わせを行います。

③児玉先生の著作　2014 年 1 月に生協で開催した先生の講演会録が完成しました。 1 冊 500 円 （税込み） です。

★次回の委員会は７／１ （金） 13:30 ～ 16:30（生協本部）の予定です。自由参加です。ぜひおいで下さい。

　　児玉先生講演録 『放射能から生命と健康を守るために』 完成！

税込５００円

申込は注文

書意見欄に

「児玉先生講

演録」 とご記

入下さい。
児玉医師による常総生協での講演録を脱原発委員会チームが
編集しました。図面もいっぱい。とてもわかりやすくなって
います。「核の時代」に生きる私たちの必見書。


